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＜連絡事項＞
・日中想定　避難訓練終了しています。
＜患者様連絡事項＞
・松谷　さと子様～姉様が、30日軽米役場に連れて行く為と迎えに来る為、30日9：30～15：00迄の外出申し許可が出ています。 

＜要注目患者様＞
・飯田　修子様～午前中は眠気が強く作業拒否されています。昼食前、突如「私今日退院するから、家に帰ります」と話されたり、昼食後、外に15分程散歩した後、戻られ「やっぱり、アパート借りて入る事にする」と言動聞かれています。午後の作業には、声掛けに参加出来ています。易怒性はありません。精神症状の観察と他者トラブルに至らない様声掛け・介入していきましょう。
・成田　富士子様～4:55頭痛い訴え、測定し血糖54mg/dlのためブドウ注射液50％20ml1本経口投与後139㎎/dlへ回復しています。08:15、12:20不安・不穏時（ロラゼパム（0.5）1Ｔ）0.51T与薬されています。一昨日の出来事から、まだいつもの自分に戻れないと話されています。作業には、参加されています。午後の作業には参加しています。大声を出すことや易怒性はありません。精神症状の観察と他者トラブルに至らない様声掛け・介入していきましょう。
＜馬渡Ｄｒのケース検討＞

・佐々木　淳様～時折不機嫌さは見られるものの、暴力行為や強い興奮等は目立ちません。

　　　　　　　歩行は相変わらず不安定で見守りや介入を要しています。みちのく記念病院と並行して施設入所をすすめていくよう指示があります。
・原　吉郎様～朝食・牛乳のみ摂取見られています。作業、リハプログラムには参加する事できています。折独語聞かれるものの、それに左右された行動はありません。

・山下　拓也様～診察時、小遣いを15000円にしてほしいなどの訴えがあります。引き続き、青山荘への体験利用を進めていくよう指示が出ています。
＜安ヶ平Ｄｒのケース検討会＞
・中川原　義雄様～気分の高さがやや見られていますが、話し掛けの多さはなく会話も出
　　　　　　　　　来ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・滝田　英人様～本日の血圧は159/96～157/79㎜Hgとなられています。日課は支障なく取組まれています。脈拍測定時に乱れがあるとの事で、安静するようにと本人へ伝えています。
・上村　みわ様～血圧は、158～162/72～83㎜Hgで特に問題なく経過しています。妄想に左右された言動聞かれ、「背が伸びました」と拒食されてる事あります。作業療法やリハプログラムには参加出来ています。
・石橋　佐太史様～就床前薬を服用しなくても、眠れていると話しています。体重は先週より減っていますが、食事は摂取出来ていると話しています。

＜皮膚科診察＞

・三上　勇様～デルモゾールＤＰ軟膏　2本、処方となっています。
・織笠　健太郎様～処置は継続で、内服薬のクラリスロマイシンは止めとなっています。
※他処置継続となっています。
